
可
制
叫
小
髭
巷
四

候
べ

L
。
彼
は
正
宗
が
岡
山
第
の
者
忙
候
。
法
外
の
事
有
陀
因
て
勘
合

し
抑
込
也
候
慮
、
図
元
主
逃
出
.
御
車
中
公
仕
旨
K
候
。
仔
細
有
之
泊

図
へ
呼
下
し
、
官時
可
申
儀
候
問
、
早
速
可
被
返
下
候
と
、
使
者
を
以

て
巾
迭
る
。
秀
吉
返
答
陀
は
.
梨
野
事
、
最
前
我
家
主
u
z
侭
時
、
何

者
の
ゆ
か
り
に
候
哉
、
共
出
所
を
可
承
と
明暗
候
蕗
.
只
今
御
断
の
通

無
相
逮
中
間
候
。
賀
図
に
て
勘
筑
紫
り
候
も
の
を
、
秀
吉
令
扶
持
部

逃
舷
多
く
思
ひ
候
得
共
.
奥
州
よ
り
迩
々
と
我
を
望
み
来
る
都
.
殊

に
共
地
に
て

-m拙
相
等
無
傷
申
問
候
俄
.
不
刷
出
陀
存
じ
召
抱
巾
た
り
。

廿
同
時
よ
り
今
年
陀
至
ま
で
、
於
磁
場
は
身
命
を
不
悩
忠
勤
を
働
し

候
。
叉
家
陀
在
て
は
港
公
功
努
無
他
候
ゆ
土
、
三
河
石
を
輿
へ
秘
識

の
者
と
芯
候
。
渠
伊
趨
殿
に
て
は
法
皮
を
柿
H
候
と
も
、
秀
吉
陀
被
釘

可
有
御
菟
と
懇
陀
返
答
あ
り
。
正
宗
総
獄
止
息
ひ
け
ん
.
五
て
兎
角

沙
汰
な
し
。
共
後
太
閤
天
下

E
知
給
ひ
て
‘
路
侯
大
夫
の
男
怯
の
日

記
を
考
へ
見
紛
ふ
庭
、
副
首
野
は
勇
の
み
に
て
絡
に
胞
な
し
。
共
高
名

日
本
闘
中
の
路
士
陀
倍
す
。
秀
吉
い
よ
/
t
、
よ
出
菩
し
拾
潟
石
を
賜

ひ
、
抽
出
州
粧
木
城
主
と
せ
り
。
四
品
机
侍
従
K
奔
す
。
都
合
拾
三
前
石

陀
成
て
入
部
せ
り
。
共
後
闘
白
秀
次
の
家
臣
民
命
ぜ
ら
れ
‘
成
布
石

を
増
て
拾
五
関
石
と
成
。
帥
蹴
る
陀
文
総
四
年
秀
次
謀
叛
の
問
え
あ
り

一
高
石
可
被
泊
候
川
・
徳
川
御
家
へ
被
召
山
川
候
様
被
成
度
旨
陀
候

庭
、
共
通
に
可
被
成
と
の
帥闘に
て
・
越
中
新
川
郡
の
内
陀
て
守
一
刻

石
被
遺
候
。
共
以
後
御
山
崎
野
の
御
隙
陀
成
候
問
、
能
州
の
内
所
々

陀
て
位
向
石
被
巡
皮
と
、
制
兵
術
へ
被
仰
談
、
越
中
地
と
御
拍
廿
被

成
候
。
此
俄
掘
部
餐
叔
・
老
人
ゆ
ゑ
党
混
在
、
山
本
源
右
術
門
へ

中
間
候
。
右
能
州
地
と
御
替
被
山
山
候
年
は
州
民
長
十
一
一
一年
の
回
田
町
M

記

候
物
、
御
算
用
者
の
内
先
容
の
一
慨
に
相
見
え
巾
候
。

可
概
小
説

容
回

i¥ 

て
袋
織
を
退
て
苅
野
へ
赴
昔
、
同
年
七
月
十
五
日
彼
山
花
て
自
殺

有
之
。
此
時
秀
用
品
班
て
秀
次
へ
恕
行
を
取
持
た
る
よ
し
風
間
陀
て
.

東
山
花

τ自
殺
す
。
無
子
跡
断
絶
す
。
脊
一一服
あ
る
者
は
脊
納
あ
り
と

は
.
此
人
の
事
な
る
べ
し
。

て
土
方
政
久
被
召
出
事

土
方
河
内
守
雄
久
、
初
は
助
兵
衛
と
一
E
.
級
岡
信
雄
の
認
な
り
。
後

太
閤
へ
被
召
出
、
足
州
犬
山
妓
主
た
り
。
加
賀
中
納
言
利
長
卿
い
と
と

也
。
石
悶
三
成
が
挺
言
の
よ
し
に
て
、
領
地
被
召
放
佐
竹
町
北
立
に
額

ら
る
。
閥
原
軍
の
頃
徳
川
公
よ
り
被
召
出
.
加
州
利
長
卿
へ
山
古
都
の

使
K
被
迩
、
則
加
州
へ
赴
吉
共
旨
を
越
し
け
る
。
利
長
舎
弟
刊
町
四
郎

利
政
は
、
大
坂
の
命
陀
脳
ひ
石
聞
方
に
付
、
色
A

闘
束
へ
味
方
の
山
山

湖
れ
ど
も
無
承
引
候
問
‘
政
久
能
州
へ
赴
吉
田
開
見
を
加
可
被
巾
と
.

利
長
の
命
陀
て
維
久
彼
地
へ
向
ひ
巾
入
け
れ
ど
も
、
利
政
無
承
引

故
、
共
段
利
長
卿
へ
相
迷
、
共
品
百
は
制
限
へ
ゆ
く
。
此
功
K
就
て
能

州
の
内
を
領
地
K
賜
ひ
・
此
時
河
内
守
と
叙
僻
し
て
二
代
相
縦
、
孫

河
内
守
代
陀
故
あ
り
て
飢
地
被
召
上
候
。

土
方
勘
兵
街
雄
久
は
、
太
閤
時
代
よ
り
浪
人

K
候
。
瑞
能
公
御
い

と
と
の
筋
目
に
付
.
開
聞
東
へ
御
相
談
被
成
、
御
領
分
の
内
主
以
て

八




